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0 0 0 0
も聞いて鄭は滅ぶと判断した、と考えたのである。「季札、
樂を觀
み
るに、直
た
だに聲を聴くのみならず」という表現には、音楽はとかく曲に注目しがち
だが、詩も重要なのだ、あるいは「君子宜
よろ
しく其の文を正すべし」とあるように、君子に
とっては詩が重要なのだ、というメッセージが読み取れるのではないか。劉勰はつづけて
次のように総括する。
なまめかしい恋の歌や、別れの怨
うら
みの歌などは、淫靡な歌詞が曲にのせられるのであ
るから、どうして正しい音楽がそこから生まれよう。しかるにこれが俗耳によろこば
れて流行し、もっぱら新異を競うことになる。おだやかでつつしみ深い雅正な歌をき
けば、きっとあくびをして睡気を催し、刺激の強い新奇な歌辞には、膝を叩いて雀躍
する。歌辞も楽曲も、ともに鄙
ひ
俗
ぞく
に陥ることはここから始まるのだ。およそ音楽の歌
詞を詩といい、詩が楽曲に乗ったものを歌という。その歌詞に楽曲を合わせるとき、
歌詞があまりに繁雑だと音曲を調節しにくい。
若夫艷歌婉孌、怨詩訣絕、淫辭在曲、正響焉生。然俗聽飛馳、職競新異。雅詠溫恭、
必欠伸魚睨。奇辭切至、則拊髀雀躍。詩聲俱鄭、自此階矣。凡樂辭曰詩、詩聲曰歌、
聲來被辭、辭繁難節。
三つ目の「淫」字がここに現れる。「淫」な詩である 15。「淫」な歌詞が曲に載ると、正
しく響かない。物理的には、曲の響きじたいはどういう歌詞が載ろうが影響はないはずだ
が、劉勰はそう考えてはいない。詩が適切でなければ、正響は生じようがないのである。
引用末尾に「聲來
き
たりて辭を被
こうむ
り、辭繁
はん
なれば節
せつ
し難
がた
し」とあるように、作詞作曲にあたっ
ては、詩が先行し、曲があとに付けられることがわかる。それは技術的な問題なのかもし
れない。けれども詩と曲の関係を心と体の関係に見立てていることもあわせて、これらは、
音楽が心から生まれたとする『礼記』楽記篇の主張を『詩経』大序の説の方へ寄せる言説
で、曲に対する詩の優位を説くものとして捉えることができるのではないか。音楽は曲と
 15 そもそも、「淫」な詩については、『論語』八
はち
佾
いつ
篇に「先生は言われた、〔『詩経』の〕関
かん
雎
しょ
は楽
しげでありながら「淫」ではなく、哀しくもありながら心を病むほどではない（子曰く、関雎
は樂しみて淫せず、哀しみて傷
やぶ
らず）」とあるように、「不淫」という否定形による言及がある。
『詩経』冒頭の詩である国風・周南・関雎は幸せな結婚を言祝ぐ詩であり、夫婦の仲睦まじさが
「樂而不淫」であるという。
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詩からなるが、君子が正すべきなのは曲ではなく詩なのである。
「歌辞も楽曲も、ともに鄙
ひ
俗
ぞく
に陥る」と訳されているが、原文は「詩・聲、俱
とも
に鄭」で
ある。「鄭聲」といえば孔子によって「淫」な音楽であるとして遠ざけられていたものだが、
ここで詩についてもいわば「鄭詩」なるものが想定され、しかもそれは「鄭聲」と同じく
「淫」であるとイメージづけられたことになるだろう。黄叔琳が「慆」を「淫」とみなし
たのは「詩聲、倶に鄭」という劉勰の詩論の延長線上にあるのではないか。
おわりに
さて「淫蕩」から始まった旅は〈「淫」な音楽〉という中国の伝統的で否定的な音楽観
につながった。それは儒家的には否定されるべき音楽ではあったが、逆に魏の文侯16にとっ
て、そして一般の人々にとっては好まれ、人気のある音楽であった。そして中庸を外れた
〈「淫」な音楽〉は、欲情をかき立てる音楽であれ、過度な音楽であれ、「樂は樂しむなり（音
楽とは楽しむということ）」という『荀子』楽論篇の有名なテーゼを地で行くものでもある。
けれどもそれゆえに中庸と「淫」はバッティングする。楽しみはとかく中庸ではなく「淫」
に向かうからである。儒家的な中庸と音楽（あるいは広く藝術）における「淫」の問題が
そこには横たわっているはずである。
本稿では紙幅がなくあまり触れられなかったが、この〈「淫」な音楽〉は先秦の文献に
おいてすでに言及されている。稿を改めて検討したい。
＊合同ゼミでは貴重なご意見を賜った。ここに改めて謝意を表したい。
＊ 本研究は、JSPS科研費17K01166、2019年度大妻女子大学戦略的個人研究費の助成を受
けたものである。
 16 『孟子』梁恵王下篇にみえる斉の宣王も「先王之樂」ではなく「世俗之樂」を聴くのが好きであ
るという悩みを告白していた。
